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い
」
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
企
業
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、 「
安
定
」「
働
き
や
す
さ
」や「
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
等
が
、
軸
に

な
っ
て
い
ま
す
。

⑵  

転
職
に
関
し
て

　

政
府
は
Ｄ
Ｘ
や
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
よ

る
労
働
者
の
技
能
向
上
と
、
労
働
市
場

の
流
動
化
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

　

流
動
化
が
加
速
す
る
労
働
市
場
に
お

い
て
は
、
選
ば
れ
る
だ
け
で
な
く
「
選

ば
れ
続
け
る
」
組
織
風
土
が
求
め
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。

⑶  

育
児
に
関
し
て

　

直
近
の
調
査
で
は
、
男
性
の
育
休
取

得
率
は
過
去
最
高
の
17
・
13
％
と
な
り

ま
し
た
（
厚
生
労
働
省
「
令
和
４
年
度

雇
用
均
等
基
本
調
査
」）。
ま
た
、「
育

児
休
業
を
取
っ
て
子
育
て
し
た
い
」
と

い
う
大
学
生
の
割
合
は
、
男
子
61
・
3

％
、
女
子
63
・
2
％
と
、
男
女
差
は
ほ

ぼ
な
く
な
っ
て
い
ま
す 

（
マ
イ
ナ
ビ

「
２
０
２
４
年
卒
大
学
生
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
調
査
」）。
性
別
に
か
か
わ
ら
ず

子
育
て
を
し
や
す
い
環
境
は
、
当
然
企

業
に
求
め
ら
れ
る
要
素
で
し
ょ
う
。

⑷  

女
性
の
就
業
に
関
し
て

　

か
つ
て
、
日
本
女
性
の
年
齢
別
労
働

力
率
は
、
結
婚
時
に
大
き
く
下
が
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ま
は
結
婚
・

出
産
後
も
働
き
た
い
と
考
え
る
傾
向
が

労
働
市
場
の
動
向
と

就
業
意
識

　

現
在
、
日
本
で
は
「
世
界
に
類
を
見

な
い
急
激
な
少
子
高
齢
化
」
が
進
み
つ

つ
あ
り
ま
す
。
必
要
な
労
働
力
を
確
保

す
る
こ
と
は
、
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
環
境
に
お
い
て
、
希
少

性
の
高
い
若
年
層
人
材
の
採
用
・
定
着

の
た
め
に
、
働
き
や
す
い
労
働
環
境
で

あ
る
こ
と
を
示
す
指
標
と
し
て
期
待
で

よ
り
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
女
性
の
労
働
力
率
（
54
・

2
％
）
は
、
男
性
（
71
・
4
％
）
に
比

べ
て
未
だ
低
く
（
厚
生
労
働
省
「
令
和

４
年
版
働
く
女
性
の
実
情
」）、
企
業
の

女
性
管
理
職
割
合
も
12
・
7
％
と
低
い

水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
（
厚
生
労

働
省
「
令
和
４
年
度
雇
用
均
等
基
本
調

査
」）。

　

こ
の
よ
う
な
求
職
・
就
職
に
関
す
る

現
況
が
、
自
社
の
課
題
や
未
来
を
考
え

る
際
に
留
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

企
業
の
人
材
確
保
・
定
着
に

有
効
な
認
定
制
度

　

本
項
で
は
、
主
な
認
定
制
度
と
、
そ

の
概
要
を
解
説
し
ま
す
。
現
況
か
ら
自

社
が
目
指
す
姿
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
、

ど
の
よ
う
な
認
定
制
度
へ
の
取
組
み
が

必
要
か
見
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
各
認
定
制
度
の
認
定
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
は
お
お
む
ね
、

・�

自
社
の
課
題
や
労
働
者
の
ニ
ー
ズ
の

把
握

・
行
動
計
画
策
定

・
労
働
者
に
周
知

・
行
政
へ
の
届
出

・
行
動
計
画
の
実
施

・
計
画
期
間
終
了
後
、
認
定
申
請

・
認
定
後
、
マ
ー
ク
の
付
与

き
る
の
が
、
国
や
自
治
体
が
設
け
て
い

る
『
認
定
制
度
』
で
す
。

　

認
定
を
目
指
す
に
あ
た
っ
て
は
、
若

年
層
の
就
業
意
識
や
時
代
の
変
化
、
自

社
の
置
か
れ
た
状
況
を
認
識
し
、
自
社

が
目
指
す
姿
を
描
く
こ
と
が
第
一
歩
と

な
り
ま
す
。
ま
ず
は
現
況
を
確
認
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

⑴  

就
職
に
関
し
て

　

若
年
層
の
就
職
観
に
つ
い
て
は
、「
個

人
の
生
活
と
仕
事
を
両
立
」「
楽
し
く

働
き
つ
つ
、
自
ら
も
成
長
し
て
い
き
た

採用・定着に有効な
認定制度

国や自治体が設けている「認
定制度」の認定取得は、求職
者が就職先を選ぶ際の安心材
料となり、企業の価値向上に
もつながります。本稿では中
小企業の採用・定着に有効な
認定制度を紹介します。

あおい社会保険労務士法人
特定社会保険労務士・キャリアコンサルタント

金 久 保  眞 理

中小企業が取得したい
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⑴  

く
る
み
ん
認
定
制
度

〜
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

　

こ
の
制
度
は
、「
次
世
代
育
成
支
援

対
策
支
援
法
」
に
基
づ
く
認
定
制
度
で

す
。
「
一
般
事
業
主
行
動
計
画
」
の
策

定
・
届
出
を
行
な
っ
た
事
業
主
の
う

ち
、
目
標
を
達
成
し
、
一
定
の
基
準
を

満
た
し
た
企
業
を
、「
子
育
て
に
理
解

が
あ
り
、
性
別
を
問
わ
ず
、
子
育
て
中

の
従
業
員
に
対
し
て
高
い
水
準
の
子
育

て
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
企
業
」
と
し

て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
認
定
す
る
制
度

で
す
。

　

く
る
み
ん
認
定
に
は
、
２
０
２
２
年

４
月
の
改
正
に
よ
り
、「
ト
ラ
イ
く
る

み
ん
」
と
「
く
る
み
ん
」、
そ
し
て
前

者
の
ど
ち
ら
か
を
取
得
し
た
う
え
で
、

よ
り
高
い
水
準
の
認
定
基
準
（
男
性
育

休
取
得
率
30
％
以
上
な
ど
）
を
満
た
し

た
場
合
に
認
定
さ
れ
る
「
プ
ラ
チ
ナ
く

る
み
ん
」
の
３
種
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
、
不
妊
治
療
と
仕

事
と
の
両
立
を
し
や

す
い
職
場
環
境
整
備

に
取
り
組
む
企
業
に

対
し
て
、「
ト
ラ
イ

く
る
み
ん
プ
ラ
ス
」

「
く
る
み
ん
プ
ラ
ス
」

「
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み

ん
プ
ラ
ス
」
と
い
っ

た
、
プ
ラ
ス
認
定
制

度
も
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
９
月

末
時
点
で
、
く
る
み

ん
認
定
は
４
３
１
３

社
（
う
ち
プ
ラ
ス
認

定
は
18
社
）、
プ
ラ

チ
ナ
く
る
み
ん
認
定

は
５
８
９
社
（
う
ち

プ
ラ
ス
認
定
は
32
社
）

で
す
。

⑵  

え
る
ぼ
し
認
定
制
度

〜
女
性
活
躍
推
進

　

こ
の
制
度
は
「
女
性
活
躍
推
進
法
」

に
基
づ
く
認
定
制
度
で
す
。「
一
般
事

業
主
行
動
計
画
」
の
策
定
・
届
出
を
行

な
っ
た
事
業
主
の
う
ち
、
女
性
の
活
躍

を
推
進
し
て
い
る
企
業
を
厚
生
労
働
大

臣
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　

長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
女
性

に
と
っ
て
、
長
く
働
け
る
労
働
環
境

や
、
女
性
社
員
が
多
く
活
躍
で
き
る
企

業
は
魅
力
的
に
感
じ
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
認
定
企
業
数
は
、
２
０
１
６
年
の

制
度
創
設
か
ら
わ
ず
か
７
年
で
２
４
４

３
社
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
（
２
０
２
３

年
10
月
末
時
点
）。

　

え
る
ぼ
し
認
定
は
３
段
階
、
さ
ら
に

厳
し
い
基
準
を
満
た
し
た
場
合
は
プ
ラ

チ
ナ
え
る
ぼ
し
認
定
が
取
得
で
き
ま

す
。
評
価
項
目
は
採
用
、継
続
就
業（
平

均
勤
続
年
数
等
）、
労
働
時
間
等
の
働

き
方
（
残
業
時
間
数
等
）、
管
理
職
比

率
、
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
の
５
つ

で
す
。
そ
の
う
ち
１
つ
で
も
基
準
を
満

た
し
、
実
績
を
公
表
す
る
こ
と
で
、
１

段
階
目
の
え
る
ぼ
し
認
定
の
申
請
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

⑶  

ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
制
度

〜
若
者
の
採
用
・
育
成

　

こ
の
制
度
は
、「
若
者
雇
用
促
進
法
」

に
基
づ
く
認
定
制
度
で
す
。

と
い
う
よ
う
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

課
題
や
労
働
者
の
ニ
ー
ズ
を
元
に
、

「
な
り
た
い
企
業
に
な
る
！
」
と
い
う

共
通
認
識
の
下
、
様
々
な
取
組
み
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

次
項
で
紹
介
す
る
「
く
る
み
ん
認
定

制
度
」
を
例
に
、
認
定
ま
で
の
流
れ
を

示
し
ま
す
（
左
図
）。
な
お
、
そ
れ
ぞ

れ
に
細
か
い
認
定
要
件
等
が
設
定
さ
れ

て
い
る
の
で
、
詳
し
く
は
各
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

厚生労働省パンフレットより作成

くるみん認定制度の流れ（概略）

２
回
目
以
降
も
同
様
に

①
〜
⑤
を
実
施

自社の現状や労働者のニーズの把握

①を踏まえて行動計画を策定

行動計画を公表し、労働者に周知（②からおおむね３か月以内）

行動計画を策定した旨を都道府県労働局雇用環境・均等部（室）へ
届出（②からおおむね３か月以内）

行動計画の実施

（「子育てサポート企業」として認定を申請する場合）

計画期間終了後、都道府県労働局雇用環境・均等部（室）へ認定申請
・くるみん認定申請
・トライくるみん認定申請

「子育てサポート企業」として認定、
マークの付与

（さらに高い水準の取組みを行ない、
  プラチナくるみん認定を申請する場合）

くるみん認定・トライくるみん認定後の行動計画の期間終了後、
都道府県労働局雇用環境・均等部（室）へ認定申請

優良な「子育てサポート企業」として認定、
プラチナくるみんマークの付与

プラチナくるみん認定企業は、毎年少なくとも１回、次世代育成
支援対策の実施状況を公表

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

※プラチナくるみん認定を受けるためには、事前にくるみん認定
　またはトライくるみん認定を受けている必要あり

事前にくるみん認定
　またはトライくるみん認定を受けている必要あり
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若
者
の
採
用
・
育
成
に
積
極
的
で
、

「
人
材
育
成
方
針
」と「
教
育
訓
練
計
画
」

の
策
定
を
行
な
い
、
若
者
の
雇
用
管
理

の
状
況
な
ど
が
優
良
な
中
小
企
業
（
常

時
雇
用
す
る
労
働
者
が
３
０
０
人
以
下
）

を
、
厚
生
労
働
大
臣
が
認
定
す
る
制
度

で
す
。

　

正
社
員
の
離
職
率
・
残
業
時
間
数
・

有
給
休
暇
取
得
率
・
育
児
休
業
取
得
状

況
等
の
認
定
基
準
値
を
満
た
す
必
要
が

あ
る
ほ
か
、
解
雇
・
退
職
勧
奨
・
新
卒

採
用
内
定
取
消
を
行
な
っ
て
い
な
い
こ

と
等
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

⑷  

Ｄ
Ｘ
認
定
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
２
０
２
０
年
に
始
ま

り
ま
し
た
。
時
代
の
変
化
の
な
か
で
、

従
来
の
「
Ｉ
Ｔ
化
」
よ
り
先
へ
進
む
た

め
に
、「
企
業
が
デ
ジ
タ
ル
に
よ
っ
て

自
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
変
革
す
る
準
備
が

で
き
て
い
る
状
態
（
Ｄ
Ｘ‒

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ

ｙ
）」
に
な
っ
て
い
る
事
業
者
を
、
経

済
産
業
省
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　

認
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
Ｄ
Ｘ
投
資
促

進
税
制
の
優
遇
措
置
を
受
け
た
り
、
社

内
の 

「
Ｄ
Ｘ
戦
略
の
推
進
」「
顧
客
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
向
上
」「
人
材
確
保

に
向
け
た
企
業
イ
メ
ー
ジ
向
上
」
等
が

図
れ
ま
す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｘ
に
お
い
て
一

歩
リ
ー
ド
す
る
こ
と
は
、
企
業
の
経
営

安
定
に
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

認
定
企
業
数
は
、
こ
と
し
10
月
時
点

で
８
０
０
社
を
超
え
て
い
ま
す
。

⑸  

健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
の
健
康
課
題
に

即
し
た
取
組
み
や
、
日
本
健
康
会
議
が

進
め
る
健
康
増
進
の
取
組
み
を
元
に
、

特
に
優
良
な
健
康
経
営
を
実
践
し
て
い

る
法
人
を
認
定
し
顕
彰
す
る
、
経
済
産

業
省
の
制
度
で
す
。

　
「
健
康
経
営
優
良
法
人
」
は
、
大
規

模
法
人
部
門
と
中
小
規
模
法
人
部
門
の

そ
れ
ぞ
れ
で
認
定
さ
れ
ま
す
。
認
定
さ

れ
る
こ
と
で
、
求
職
者
、
関
係
企
業
、

金
融
機
関
な
ど
か
ら
、「
従
業
員
の
健

康
管
理
を
経
営
的
な
視
点
で
考
え
、
戦

略
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
法
人
」
と
し

て
社
会
的
な
評
価
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
健
康
経
営
優
良
法
人
」
ロ

ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
が
可
能
と
な
り
、
自

治
体
や
金
融
機
関
等
に
お
い
て
様
々
な

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

認
定
を
受
け
る
メ
リ
ッ
ト
と

留
意
点

　

そ
れ
ぞ
れ
の
認
定
を
受
け
る
メ
リ
ッ

ト
に
は
、

・�

企
業
と
し
て
の
信
用
性
、
ブ
ラ
ン
ド

力
の
向
上

・�

若
年
層
へ
の
安
心
感
、
採
用
へ
の
好

影
響

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

子
育
て
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
若
年

層
・
女
性
の
就
業
に
対
し
て
、
そ
し
て

従
業
員
の
健
康
管
理
・
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
対
し
て
理
解
が
深
い
証
明
と
な
る
た

め
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
社
内
・
社
外
を

問
わ
ず
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

・�

自
社
の
商
品
、
広
告
な
ど
に
認
定
マ

ー
ク
の
使
用
が
可
能

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、 「
く
る
み
ん
」「
え
る
ぼ
し
」

「
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
」
の
各
認
定
制
度
に

関
し
て
は
、

・�

日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ
る
低
金
利

融
資

・
公
共
調
達
に
お
け
る
加
点
評
価

・�

認
定
企
業
限
定
の
就
職
面
接
会
等
へ

の
参
加

の
よ
う
な
、
各
種
優
遇
措
置
を
受
け
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

　

し
か
し
何
よ
り
も
、
認
定
制
度
に
取

り
組
む
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
そ
の
プ

ロ
セ
ス
か
ら
生
ま
れ
る
「
組
織
風
土
」

の
醸
成
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

認
定
を
目
指
す
に
あ
た
っ
て
は
、
自

社
の
未
来
を
考
え
、
課
題
を
把
握
し
、

認
定
制
度
が
目
指
す
理
念
と
自
社
の
方

向
性
を
社
内
に
対
し
て
明
確
に
発
信
す

る
、
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
時
間
も
労
力
も
か
か
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
各
種
認
定
制
度
に
取
り

組
む
際
の
留
意
点
と
し
て
は
、

・�

認
定
そ
れ
自
体
を
「
目
的
」
と
し
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と

・�

特
定
の
部
署
だ
け
で
な
く
、
全
社
員

で
取
り
組
む
こ
と

等
が
、
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

理
念
や
課
題
が
全
社
員
の
共
通
認
識

と
な
り
、
１
人
ひ
と
り
の
行
動
が
変
わ

っ
て
い
く
、
そ
の
過
程
で
醸
成
さ
れ
た

「
組
織
風
土
」
こ
そ
が
、
継
続
的
な
若

年
層
の
採
用
、
定
着
、
未
来
の
成
長
へ

と
つ
な
が
る
好
循
環
へ
の
土
壌
と
な
り

ま
す
。

　

そ
の
他
の
留
意
点
と
し
て
は
、

・
認
定
不
可
、
認
定
取
消
要
件
の
確
認

・�

関
係
法
令
に
違
反
し
た
場
合
は
、
認

定
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
取
消

し
と
な
る
こ
と
が
あ
る
こ
と

・�

認
定
基
準
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
こ
と

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

◇　
　

◇

　

昨
今
、
人
材
の
概
念
は
、「
人
的
資

源
＝
企
業
経
営
に
お
け
る
コ
ス
ト
」
か

ら
、「
人
的
資
本
＝
投
資
し
て
成
長
を

促
す
」
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

認
定
制
度
に
よ
る
取
組
み
を
通
し

て
、
組
織
風
土
を
改
善
し
、
人
材
の
価

値
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
で
、
採

用
・
定
着
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中
長

期
的
な
企
業
価
値
向
上
を
目
指
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

か
な
く
ぼ
　
ま
り
　
菓
子
商
社
を
経
て
、あ
お
い
社
会
保
険
労
務
士
法
人
に
勤
務
。
社
会
保
険
手
続
、労
働
問

題
相
談
等
の
ほ
か
、子
育
て
や
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
等
の
経
験
を
活
か
し
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
活
動
も
行
な
う
。


